
様式１

請求日 決定日 公文書の件名 決定内容 担当局 担当

号

東成区　6月

公開請求の内容及び処理状況

非公開事由
（7条該当号）

東成区の令和5年度運営方針に
は次の記載があります。
経営課題１ 安全で安心なまち
づくり
課題認識
・増加傾向にある街頭犯罪対策
については、地域の自主防犯活
動を促進するとともに、区役所
職員（あんパト）や地域団体に
よる青色防犯パトロールカーで
の積極的な広報活動、警察や地
域との連携による犯罪の抑止活
動を強化し、区民の防犯意識の
向上に努める必要がある。
主な戦略（課題解決の方策）
・区民の防犯意識を高め、地域
の自主防犯活動の促進を図ると
ともに、警察などの関係機関と
連携し、社会情勢に応じた犯罪
抑止のための効果的な防犯対策
に取り組む。
アウトカム指標
・防犯対策をはじめ、安全で安
心なまちづくりが進んでいると
感じる区民の割合：令和 5 年
度まで60％維持（令和4年度実
績：69.6％）
アウトカム指標の達成状況（定
量評価）5年度実績と達成状況
・防犯対策をはじめ、安全で安
心なまちづくりが進んでいると
感じる区民の割合：79.3％（区
民アンケート） A
アウトカム指標には「区民の割
合」と記載されています。
1.区民アンケートの結果を「区
民の割合」であると解釈するこ
とができるとする理論的根拠が
示された文書を公開してくださ
い。
東成区は裁決書 令和3年7月12
日付大東成総第49号において、
区民アンケートに関して「区役
所が行うアンケート調査の結果
をあくまで当該各調査の回答者
の回答状況にとどまるものとし
て取り扱っている」と説明して
います。
2.区民アンケートの結果をアウ
トカム指標として取り扱うこと
は、この「回答者の回答状況に
とどまるものとして取り扱って
いる」との説明とは明確に矛盾
していますが、この矛盾につい
てどのような整合性があるのか
が示されている文書を公開して
ください。
アウトカム指標の達成状況に記
載された79.3％は令和５年度第
２回東成区民アンケートの問11
の結果であり、「達成状況」の
「A」はこのアンケートの結果
に基づき判断されたものです。
3.この区民アンケートの結果
データで達成状況を「A」と判
断できるとする根拠が示された
文書を公開してください。
なお、この「A」との判断が区
民アンケートの結果のみで行わ
れたものではないとするのであ
れば、この「A」との判断にあ
たり用いたすべての根拠が示さ
れた文書を公開してください。
区民アンケートにおける「安全
で安心なまちづくりが進んでい
ると感じる」と回答した人の割
合は、令和元年度から順に
73%、72%、66%、69.6%、79.3%
となっています。特に令和4年
度から令和5年度にかけては9.7
ポイントもの急増となっていま
す。
4.このような値の変化が区民の
状態(安全で安心なまちづくり
が進んでいると感じるかどう
か)の変化を表しているとする
論理的根拠が記載された文書を
公開してください。

総務課（総
合企画）

東成区
令和6年
6月22日

令和6年
7月8日

不存在



様式１
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非公開事由
（7条該当号）

号

東成区の令和5年度運営方針に
は次の記載があります。
経営課題１ 安全で安心なまち
づくり
課題認識
・増加傾向にある街頭犯罪対策
については、地域の自主防犯活
動を促進するとともに、区役所
職員（あんパト）や地域団体に
よる青色防犯パトロールカーで
の積極的な広報活動、警察や地
域との連携による犯罪の抑止活
動を強化し、区民の防犯意識の
向上に努める必要がある。
主な戦略（課題解決の方策）
・区民の防犯意識を高め、地域
の自主防犯活動の促進を図ると
ともに、警察などの関係機関と
連携し、社会情勢に応じた犯罪
抑止のための効果的な防犯対策
に取り組む。
アウトカム指標
・防犯対策をはじめ、安全で安
心なまちづくりが進んでいると
感じる区民の割合：令和 5 年
度まで60％維持（令和4年度実
績：69.6％）
アウトカム指標の達成状況（定
量評価）5年度実績と達成状況
・防犯対策をはじめ、安全で安
心なまちづくりが進んでいると
感じる区民の割合：79.3％（区
民アンケート） A
アウトカム指標には「区民の割
合」と記載されています。
1.区民アンケートの結果を「区
民の割合」であると解釈するこ
とができるとする理論的根拠が
示された文書を公開してくださ
い。
東成区は裁決書 令和3年7月12
日付大東成総第49号において、
区民アンケートに関して「区役
所が行うアンケート調査の結果
をあくまで当該各調査の回答者
の回答状況にとどまるものとし
て取り扱っている」と説明して
います。
2.区民アンケートの結果をアウ
トカム指標として取り扱うこと
は、この「回答者の回答状況に
とどまるものとして取り扱って
いる」との説明とは明確に矛盾
していますが、この矛盾につい
てどのような整合性があるのか
が示されている文書を公開して
ください。
アウトカム指標の達成状況に記
載された79.3％は令和５年度第
２回東成区民アンケートの問11
の結果であり、「達成状況」の
「A」はこのアンケートの結果
に基づき判断されたものです。
3.この区民アンケートの結果
データで達成状況を「A」と判
断できるとする根拠が示された
文書を公開してください。
なお、この「A」との判断が区
民アンケートの結果のみで行わ
れたものではないとするのであ
れば、この「A」との判断にあ
たり用いたすべての根拠が示さ
れた文書を公開してください。
区民アンケートにおける「安全
で安心なまちづくりが進んでい
ると感じる」と回答した人の割
合は、令和元年度から順に
73%、72%、66%、69.6%、79.3%
となっています。特に令和4年
度から令和5年度にかけては9.7
ポイントもの急増となっていま
す。
4.このような値の変化が区民の
状態(安全で安心なまちづくり
が進んでいると感じるかどう
か)の変化を表しているとする
論理的根拠が記載された文書を
公開してください。

総務課（総
合企画）

東成区
令和6年
6月22日

令和6年
7月8日

不存在


